
 

 
 

 

 

 

 

 
 

９月１５日に中学校の教員を対象に英語指

導力スキルアップ研修会を開催しました。 

研修の前半では、文部科学省初等中等教育

局教育課程課 教科調査官 山田誠志氏によ

る講演を行いました。講演では、新学習指導要

領の趣旨を踏まえて中学校英語の授業づくり

と評価について説明していただきました。 

研修の後半は、グループでの協議を行いま

した。技能統合型の授業づくりとペーパーテ

ストの改善について、熱心な情報交換が行わ

れました。 

参加者の感想を一部紹介します。 
 

【講演】 

◯ 研修をとおして、授業づくりに対してモチベーションが上がりました。 

◯ 山田調査官が、エネルギッシュにユーモアを交えながら説明してくださったので、大

変分かりやすく、来年度に向けて、現在やっていることを見直しながら改善していこう

という意欲がわいてきました。 

◯ 明日の授業から、子どもを信じて、「読んだら話す」活動を取り入れてみたいです。 

◯ 評価について、新観点をどう捉えるのか、視点が少し見え始めました。また、評価の

ために、自分の指導やテスト内容に改善を加えていく必要性がよく分かりました。 

◯ 講演の内容がとても実用的で、これから何を変えていけばよいのかが分かりました。 

 学校の教科の教員同士で共通理解する必要があると思いました。 
 
 

【協議】 

◯ 他市、他校の先生方の取組を知る機会が少ないので、とても参考になりました。  

◯ 現在のテストをいろいろな先生と見ながら、「ここは来年度も使える」「ここはマイ

ナーチェンジ」と確認し合えたことで、判断に自信がもてるようになりました。 

◯ 「これでいいのか」と今までは、手探りで行っていたこともありましたが、他の先生

方の話を聞くことができ、安心しました。 

◯ 評価についての悩みや講演の内容について話し合うことができ、勉強になりました。 

◯ 技能統合型の実践例がとても参考になりました。 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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山田教科調査官による講演の様子 



 

 
 

 
 

県教委では「各教科における『指

導と評価の一体化』のための学習評

価のポイント」を作成し、義務教育

課のＷｅｂページに掲載しました。

本資料では、各教科における評価方

法や評価の場面、留意点等の例を紹

介しています。 

日々の授業においては、「『指導

と評価の一体化』のための学習評価

に関する参考資料」（国立教育政策

研究所）や本資料を参考にしなが

ら、授業の質の向上を図り、子ども

たちに未来の創り手となるために

必要な資質・能力を育んでいくこと

を期待しています。 

 
 

 

  

県教委では、授業づくりや校内研修の一助とな

るよう、授業アドバイザー派遣制度を設けていま

す。本制度は、山口大学教育学部附属学校の教員を

各学校に派遣して、授業づくりや校内研修の相談

等、授業力の向上を支援する仕組みです。全教科で

指導助言が可能で、旅費等もかかりません。また、

本年度から、プログラミング教育の研修に対応で

きる附属学校もありますので、是非御活用くださ

い。既に２次募集は締め切ってはおりますが、御希

望がありましたら、対応できる場合もありますの

で、市町教育委員会に御相談ください。 

授業アドバイザー派遣制度 

山陽小野田市立小野田中学校での 

校内研修の様子 

各教科における学習評価のポイント 

各教科における「指導と
評価の一体化」の学習評
価のポイント（県教委） 

「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関す
る参考資料（国立教育政
策研究所） 


